
秋田県内一般住民のスギ花粉特異 IgE抗体保有状況と

スギ花粉の空中飛散状況について

原田誠三郎＊ 笹嶋 肇＊

園子隆信＊＊森田盛大＊

I はじめに

1964年に堀□たち1)によって命名されたスギ花粉症は
全国的に増加傾向にある．このようなことから，我々は，

秋田県内における一般住民のスギ花粉特異IgE抗体保

有調査と空中飛散スギ花粉落下数測定調査を1986年度か

ら実施してきたので，これまでの成績を報告する．

11 材料と方法

A.被検血清

スギ花粉特異IgE抗体測定には，昭相56年から60年

にかけて，県内各地域の一般住民から採取した被検血清

730件を用いた．なお，被検血清は使用時までー20℃に

保存した．

B. スギ花粉抗原の作製法とスギ花粉特異lgE抗体

測定法

阪口たち2)の方法に準じて図 1及び図 2の如く行なっ

た．

C.空中飛散スギ花粉落下数測定法

昭和61年4月21日から10月31日にかけて，ワセリン塗

抹スライドガラスをセットした弧状花粉検索器を当所屋

上 (4月4週から8月2週：秋田市千秋明徳町の旧庁舎，

9月1週から10月4週：秋田市千秋久保田町の新庁舎）

に24時問放置後，スライト；ガラスの面栢2』における花

粉数を顧微鏡で測定した．この花粉数から 1直当りの平

均花粉数／日を求めた．

lII 調査成績と考察

昭和56年から60年度にかけて採取した被検血清760件

についてスギ花粉特異IgE抗体測定を実施したが，ス

ギ花粉特異IgE抗体保有状況を年度別にみると，図 3
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図1 スギ花粉抗原の作製法
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抗
1. 0.05M炭酸緩衝液(pI-19.6)でスギ花粉抗原

調整 (lOμg／叫）

原 2. マイクロプレートの各穴に抗原(100μl)を

吸 加え、 4℃一夜静置

着 3. 洗浄液 (PBS+0.05%Tween20)で3回洗う

4. 4倍希釈被検血清（100μ1)を加える

（希釈液：PBS+0.05%Tween20、1%BSA、0.1

%NaNs) 

抗 5. マイクロミキサーで室温3時間振盪

原 6. 洗浄液で3回洗う

抗 7. 4.0倍f3ーガラクトシダーゼ標識抗ヒトIgE抗

体 (100μ1)を加え、プレートをテープでシール
体する

反 （酵素希釈液： O.OlMNaーリン酸、pH7.0、0.1

応 MNaCl、lmMMgCl、0.1%Na
N3、0.1%BSA)

8. 室温で一夜静置

9. 洗浄液で5回洗う

10. 0.lM 4ーメチルウンベリフェリルーB-D-

酵 ガラクシド液（100μ1)を加え、プレートをシー

ルする

素 11. 37℃高温槽水中で2時間反応させる

12. O.lMグリシンーNaOH(pHl0.3)を100μl 

反 加え、反応を停止させる

13. 生じた4ーメチルウンベリフェロンの蛍光を

応 自動蛍光光度測定機 (Fluoroskan)で測定する

図2 スギ花粉特異ヒト IgE抗体測定法（螢光測定・
酵素免疫吸着法）

の如くであった．抗体保有率は昭和56{|§度の15.2％か

ら年々増加傾向を示し，昭和60年度には最も高率な29.8

％を示した．このように県内一般住民のスギ花粉特異

IgE抗体保有率は，昭和56年度から年々わずかずつ増

加する傾向がみられたが，国民健康保険疾病統計3)~5)に

おける県内のアレルギー性鼻炎疾患も年々増加しており，

抗体保有率の増加がこの患者陪に反映している可能性が

考えられた．

年齢群別にみると，図4の如くであるが，抗体保有率

の最も高率であったのは60歳昇ドの33.3％で，次いで， 40

~49歳群の25.9％であった．また，その他の各年齢群で

も20％前後の抗体保有率を示した．この抗体保有率を栃

木県6)の場合と比較するとほぼ同じような傾向を示し

た．
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図4 各年齢群におけるスギ花粉特異ヒト lgE
抗体保有状況

また，県内を8地域に分けて地域別に抗体保有状況を

みてみると図5の如くであった．抗体保有率の高い地域

は仙北 (31.5%),鹿角 (27.6%),平鹿 (26.3%)の

山間部であったが，海岸平野部の秋川(13.5%)と山本

(15.4%)では他の地域と比較して保有率か低かった．

このことから，スギ花粉特異IgE抗体の保有状況と各

地域のスギ人工林（蓄積・面積）の関係をみたのが図6

である．まず，鹿角と平鹿地域のスギ人工林は他に比較

して少ないが，抗体保有率では27.6％から26.3％と高率
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図 5 地域別スギ化粉特巽I::: I、 lg•E 抗体保有状況

を示した．これに対して，入ギ人―「林か比較的多い秋田

では，抗体保有率が13.5％と低かった．一方，後述のス

ギ花粉の旭散する 3月から 4月の原内地域氣象観測最多

風向7)~12)をみると，この時期にスギ人工林の多い地域か

ら少ない地域への風loJか最も多いことから，スギ花粉か

スギ人1林の多い北秋田などから少ない鹿角へ，また，

|IIJじく紺勝，由禾llなどから平鹿への風向によって飛散し，

これかスギ人―「林の少ない地域仕民における抗体保h率

を上昇させる l要因になっている可能性か考えられた．

しかし，各地域や各什齢群によっては，被検lfll泊か式た

十分てないことなどから今後さらに妍加して，＿L述の要

囚等を訂細に検討する必要かあると思われた．

次に， 4月からlOJJ由での秋川市の空中花粉飛散状況

をみると図 7の如くであった．まず，スギ花粉について

みると， 4月の第 4辿目 (21日～26日）には 1H:':'1り平

均2.7個／c流か観察されたか，第 5週1-1C 4月27日～ 5 

月3「I)からは 1日当りの平均花粉数か1.3個／c流と減

少し，以後5月の第 2週日の13日 (0.5個／c孤）と第 3

週目の23日 (0.4個／直）にそれぞれ測定されただけで

あった．このことから，秋田市における空中飛散スギ花
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スギ花粉特異 IgE抗体と吝地域のスギ人工林
（裕柏・面柏）について

粉数のピークは謁査開始の 4月第4週日以前と考えられ

た．

松花粉は 5月の第 1週目 (4日～IO日）に 1日刈り平

均3.7個／c紅か観察されるとともに，以後l曽加傾向を示

し，その第 1ピークは第 3週目(18日～24日）の 1日当

り平均34個／c爺であった． 1た， 6月の第 1週日 (1日

~ 7日）には 5月の第 3辿日よりも花紛数且少ないか，
1日当り 11.9個／直の松化粉か観察され第 2のピークを

示した．しかし，第 3週H以降からははとんとみられな

かった．また，スギ花粉と松花粉以外の仕粉については

総花粉として示したか，これらの花粉数は 4月の第4週

目 (21[I~26日）に 1日刈り平均3.5個／c孤であった．

しかし，その後も上着加し， 5月の第3辿目(18日～24日）

には 1日当り平均46.1個／C1化と第 1ピークを示した．第

2のピークは 6月の第 1週目 (I日～ 7日）で，その花

粉数は平均18.3個／C1ftであった．しかし，それ以後では，

9月の第 1週日 (8月31日～ 9月 6日）に半均l.1個／

直の総花粉かみられたのみであった．このように，松花

粉と総花粉の第 1ピークは 5月の第3週であったか， 5 

月24日に記録された秋山市での23.5mmの降水贔と25日の

Il:|i後睛れ」の天候13)か飛散花粉数の試少をもたらし，

6月の第 1週目の第 2ピークを誘因したのでりないかと

考えられた．今後総化粉の分類と飛散状況についても検

討していきたいと考えている．
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図7 秋田市の空中花粉飛散状況

IV ま と め

昭和56年度から60年度にかけて，秋田県内一般住民

から採取した被検血清730件を用いて，スギ花粉特異

lgE抗体保有調査と秋田市の空中飛散スギ花粉落下数

測定調査を実施した結果，以下の成績を得た．

1. 県内一般住民の同抗体保有率は， 56年度からみる限

り年々増加傾向を示し，また，その平均抗体保有率は

21.5％であった．

2. 地域別抗体保有率では，海岸平野部（秋田13.5%,

山本郡15.4%)よりも山間部（仙北31.5%,鹿角27.7

％，平鹿26.3%)の方が高かった．

3. 県内各地域及び各年齢群の被検血清を今後増加し，

更に検討する必要があると考えられた．

4. スギ花粉のビークは 4月第4週目以前にあったもの

と考えられた．

5. 松花粉と総花粉のピークは5月の第3週目にみられ

た．

稿を終えるにあたり，御指導と御協力をいただきまし

た国立公衆衛生院衛生微生物学部長の井上栄先生及び秋

田県林業センターの担当各位に深謝致します．

なお，本稿の要旨は昭和62年3月10日に秋田県環境保

健業務研究発表会で報告した．
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